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滝
川
駐
屯
地
創
立
61
周
年
記
念	

　
　

市
中
吨
呃ー

吠
呍記
念
式
典
呍祝
賀
会	

　
　

  

６
月
11
日（

土）

創
立
61
周
年	 

　
　

記
念
に
伴
う
市
中
パ
レー

ド
が	 

　
　

本
町
１
丁
目
通
り
で
行
わ
れ
た
。	 

　
　

滝
川
春
の
例
大
祭
で
例
年
使
用	 

　
　

し
て
い
た
す
ず
ら
ん
通
り
が
使	 

　
　

用
で
き
ず
場
所
を
変
更
し
て
の	 

　
　

開
催
。
支
部
長
以
下
21
名
が
交
通	 

　
　

誘
導
員
と
し
て
、
パ
レー

ド
を
支	 

　
　

援
し
た
。	 

　
　

早
朝
７
時
集
合
、
８
時
に
は
配
置	 

　
　

完
了
。
会
員
は
、
お
揃
い
の
ジ
䣺
ン	 

　
　

パー

と
帽
子
を
着
用
し
、
交
通
規	 

　
　

制
に
伴
う
車
両
お
よ
び
人
員
を
安	 

　
　

全
・
的
確
に
誘
導
し
、
パ
レー

ド	 

　
　

推
進
の
一
翼
を
担
䣬
た
。　
　

	 

　
　

翌
、
６
月
12
日（

日）

は
、
記
念
式
典
お
よ
び
祝
賀
会
が
行
わ	 

　
　

れ
、
午
前
10
時
15
分
、
観
閲
部
隊
指
揮
官
溝
口
副
連
隊
長
指
揮	 

　
　

す
る
観
閲
部
隊
が
整
然
と
整
列
す
る
中
、
観
閲
官
・
関
谷
拓
郎	 

　
　

１
等
陸
佐
が
臨
場
、
記
念
式
典
が
始
ま
䣬
た
。	 

　
　

観
閲
官
式
辞
、
隊	 

　
　

区
連
合
会
長
前	 

　
　

田
滝
川
市
長
、
国	 

　
　

会
議
員
に
よ
る	 

　
　

祝
辞
が
続
き
、
訓	 

　
　

練
公
開
で
は
習	 

　
　

志
野
第
１
空
挺	 

　
　

団
に
よ
る
空
挺	 

　
　

降
下
が
予
定
さ	 

　
　

れ
て
い
た
が
、
強	 

　
　

風
の
た
め
中
止
と	 

　
　

な
り
残
念
で
あ
䣬	 

　
　

た
。
最
新
の
装
備	 

　
　

で
繰
り
広
げ
ら
れ	 

　
　

た
戦
闘
訓
練
で
は	 

　
　

市
民
か
ら
感
嘆
の「

	 

　
　

声
が
上
が
䣬
て
い	 

　
　

た
。　

	 

　
　

午
後
12
時
か
ら
の	 

　
　

記
念
祝
賀
会
で
は	 

　
　

懐
か
し
い
お
顔
が	 

　
　

あ
ち
こ
ち
で
見
ら	 

　
　

れ
、
各
テー

ブ
ル
で	 

　
　

は
昔
話
に
華
が
咲	 

　
　

い
て
い
た
。	 

　

支
部
通
常
総
会
開
催	

　

平
成
28
年
５
月
21
日
、
支
部
通
常
総
会
が
マ
リ
ア
・
ジ
䣻
・
イ 

　

	 

ン
ベ
ル
コ
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決 

　

	 

算
報
告
お
よ
び
平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
案
が
審 

　

	 

議
さ
れ
、
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。 

　

	 

会
議
に
先
立
ち
、
支
部
長
表
彰
が 

　

	 

行
わ
れ
８
名
の
会
員
が
支
部
功
労 

　

	 

の
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
た
。 

　

	 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り　

 

　

（

高
橋
勝
美
、
中
村
嘉
孝
、	 

岩
崎
一 

　
　

三
、
蔵
谷　

勲
、
上
杉
伸
、
川
嶋
尚 

　

	 

幸
、
有
川
輝
己
、
鈴
木
徳
夫）

 

　

関
谷
連
隊
長 

　
　

に
よ
る
防
衛
講
話 

　
　

総
会
後
、
３
月
着
任
し
た
連
隊
長 

　
　

（

関
谷
拓
郎
１
佐）

に
よ
る
防 

　
　

衛
講
話「

東
北
大
震
災
の
教
訓」

 

　
　

と
題
し
て
講
話
を
聴
講
し
た
。 

　
　

関
谷
連
隊
長
は
、
東
北
方
面
隊
９ 

　
　

師
団
司
令
部（

青
森）

で
の 

　
　

勤
務
間
、
災
害
派
遣
に
携
わ 
　
　

䣬
た
経
験
か
ら
、
特
に
災
害 

　
　

発
生
初
期
に
於
け
る
情
報
収
集 

　
　

の
た
め
の
各
関
係
機
関
間
の	 

　
　

通
信
連
絡
確
保
の
重
要
性
を	 

　
　

強
調
し
て
い
た
。 

　

安
樂
顧
問
市
政
報
告 

　
　

支
部
の
顧
問
で
滝
川
市
議
会 

　
　

議
員
安
樂
氏
が
１
年
を
振
り 

　
　

か
え
り
市
政
報
告
を
行
䣬
た
。 

　
　

ス
ポー

ツ
施
設
の
老
朽
化
に 

　
　

伴
う
問
題
点
、
自
衛
隊
の
処 

　
　

遇（

定
員
充
足）

に
関
す
る 

　
　

問
題
点
、
除
雪
や
道
路
の
整 

　
　

備
状
況
な
ど
、
一
年
間
で
行 

　
　

䣬
て
き
た
市
議
会
議
員
と
し 

　
　

て
の
活
動
状
況
を
つ
ぶ
さ
に 

　
　

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
　

頼
も
し
い
限
り
の
活
躍
ぶ
り 

　
　

で
す
。 

　

総
会
懇
親
会	

　
　

懇
親
会
の
模
様
を
画
像
で
お
伝
え
し
ま
す
。 

　

自
衛
官
候
補
生
入
隊
式	

　
　
　
　

平
成
28
年
４
月
９
日
、
滝
川
駐
屯
地	 

　
　
　

体
育
館
に
お
い
て
自
衛
官
候
補
生	 

　
　
　

等
の
入
隊
式
が
行
わ
れ
た
。	 

　
　
　

今
期
入
隊
者
は
、
31
名
で
、
高
橋
副
支	 

　
　
　

部
長
が
出
席
、
約
3
䣿
月
の
教
育
に	 

　
　
　

望
む
新
隊
員
の
門
出
を
祝
䣬
た
。	 

リペリング	 ９０戦車	 巡閲	 

祝賀会食	 観閲部隊	 パレード支援支部会員	 

柴尾副支部長の乾杯で
懇親会がスタートしま

した	 

高橋業務隊長・岩井定年退職
者の会会長	 

空挺同士、積もる話で話
題がつきません。菅原会

員 

支部長表彰を受けた上杉・
鈴木（徳）会員	 

連隊長出身地の岩内周辺出
身者、北村・丹羽会員	 

最後の締めを石橋最先任上級曹長	 

宣誓する石部竜太（大阪出身）	 



　

熊
本
地
震
呍災
害
派
遣
出
動　

支
部
見
送
叫	 

　

	 
第
10
普
通
科
連
隊（

連
隊
長　

関
谷
拓
郎
１
佐）

は
、
４
月	 

　
　

17
日（

日）

午
後
１
時
45
分
、
溝
口
浩
二
副
連
隊
長（

熊
本	 

　
　

出
身）
を
長
と
し
て
、
１
６
８
名
車
両	 

　
　

31
両
で
被
災
地
、
熊
本
に
向
か
䣬
た
。	 

　
　

派
遣
部
隊
は
真
駒
内
と
函
館
で
11
旅	 

　
　

団
各
部
隊
と
合
流
、
２
５
０
０
キ
ロ
の	 

　
　

陸
路
を
現
地
に
向
か
䣬
た
。	 

　
　

10
連
隊
は
、
九
州
福
岡
・
久
留
米
・	 

　
　

大
村
な
ど
で
編
成
さ
れ
た
部
隊
、
い
わ	 

　
　

ば
故
郷
で
あ
る
熊
本
の
一
大
事
、
被
災	 

　
　

地
に
思
い
を
寄
せ
、
北
海
道
か
ら
救
援	 

　
　

に
向
か
䣬
た
。	 

　
　

隊
友
会
滝
川
支
部
で
は
、
部
隊
の
出
発	 

　
　

に
、
雨
の
中
36
名
の
支
部
会
員
が
派
遣	 

　
　

部
隊
の
出
発
を
見
送
䣬
た
。	 

　
　

（

派
遣
部
隊
は
、
５
月
４
日
他
の
部
隊
に
任
務
を
引
き
継
ぎ
滝	 

　
　
　

川
駐
屯
地
に
無
事
帰
隊
し
た
。）

	 

	 
	 

今
回
叏
災
害
派
遣
又
悲
痛
友
叫
叔	

　
　

今
回
の
災
害
で
フ
䣷
イ
ス
ブ
䣹
ク
に
掲
載
さ
れ
た
自
衛
官
の	 

　
　

奥
様
が
綴
䣬
た
報
道
さ
れ
な
い
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

	 　
　
　

	

　

こ
の
投
稿
に
対
す
る
メ
䣹
セー

ジ
で
す
。	 

　

世
の
中
に
は
、
一
部
の
心
も
と
な
い
人
が
い
ま
す
が
、
大
半
は
自
衛
隊 

　

を
理
解
し
て
く
れ
て
ま
す
。
熊
本
地
震
災
害
派
遣
に
関
す
る
記
事
を
抜 

　

粋
し
ま
し
た
。 

　

「
宇
都
隆
史」

氏　

滝
川
又
防
衛
講
演
会	

　
　

５
月
で
は
、
記
録
的
な
暑
さ
の
中「

宇
都
隆
史」

参
議
院
議
員
が
滝	 

　
　

川
の
地
を
訪
れ
、
防
衛
講
演
会
を
開
催
し
た
。	 

　
　

こ
の
日
、
空
路
北
海
道
入
り
し
た
宇
都
議
員
を
安
樂
顧
問
が
空
港
に	 

　
　

出
迎
え
、
午
後
２
時
頃
に
滝
川
到
着
、
隊
友
会
滝
川
支
部
が
主
催
す	 

　
　

る
防
衛
講
演
会
に
臨
ん
だ
。　

 

　

支
部
会
員　

「

夢　

叶
厨」

	

　
　

滝
川
支
部「

樋
口
修
二」

会
員
は
、
古
い
家
屋
を
自
ら
改
修
し
、
自
作
の	 

　
　

石
釜
で
ピ
ザ
を
焼
く
カ
フ
䣷
を
オー

プ
ン
し
た
。
平
成
28
年
１
月
に
定
年	 

　
　

退
職
し
た
樋
口
氏
は
、
趣
味
の
陶
芸
を
し
て
い
る
頃
か
ら
自
宅
で
ピ
ザ
を	 

　
　

焼
く
石
釜
を
作
成
し
、
同
僚
や
部
下
に
振
舞
䣬
て
い
た
が
、
そ
の
味
が
評	 

　
　

判
と
な
り
、
次
第
に
カ
フ
䣷
を
持
つ
夢
が
広
が
䣬
た
。	 

　
　

夫
婦
山
裾
野
に
広
が
る
田
園
風
景
が
気
に
入
り
古
い
家
屋
と
土
地
を
購
入
、　
　
　
　

	 

　
　

開
店
準
備
を
進
め
、
店
の
名
前
は「

石
釜
カ
フ
䣷
ヤ
マ
ト」

と
新
十
津
川　

	 

　
　

大
和
に
ち
な
ん
で
命
名
。
妻
の
知
江
美
さ
ん
と
娘
さ
ん
の
真
美
子
さ
ん
の	 

　
　

三
人
で
切
り
盛
り
す
る
本
格
的
な
ピ
ザ
と
手
作
り
シ
フ
䣸
ン
ケー

キ
、	 

　
　

パ
ス
タ
な
ど
を
準
備
し
て
お
も
て
な
し
す
る
。
場
所
は
こ
こ
で
す
。　

	 

　

ご
協
力
、
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。	 

　
　

熊
本
地
震
義
援
金
は
、
８
５
５
０
０
０
円（

95
名）

で
６
月
７
日	 

　

	 

　

札
幌
地
方
隊
友
会
あ
て
送
金
し
ま
し
た
。	 

　
　

	 

ご
協
力
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。	 

　

年
会
費
納
入
に
ご
協
力
を
！	 

　

	 

会
費
に
つ
い
て
、

年
度
内
納
入
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、

依
然
と
し	 

　
　

	 

て
未
納
者
が
散
在
す
る
状
況
に
あ
り
、
支
部
事
業
推
進
に
支
障
を
き
た	 

　
　

	 

し
て
お
り
ま
す
。
会
費
の
年
内
納
入
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。	 

	 
	 
	 
	 
	 
	 

な
お
、
今
総
会
で
会
費
未
納
者
の
措
置
が
左
記
の
よ
う
に
承
認
。	 

　
　
　

★	 

３
年
以
上
の
未
納
会
員
・
・
・
退
会
処
置	 

　
　
　

★	 

２
年
以
上
の
未
納
会
員
・
・
・
新
聞
等
の
配
布
物
停
止	 

　
　
　
　
　

	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
(

訃
報
連
絡
は
実
施)

	 

　
　
　

★	 

対
象
は
年
会
員
で
す
。	 

　

	 

訃　

報	 

　

	 

　

平
成
28
年
１
月　
　

熊
本　

暢
男　

様（

二
の
坂
町）

	 

　
　
　

	 

平
成
28
年
６
月　

	 
	 

武
居　
　

晴　

様（

上
砂
川
町）

	 

　

札
地
隊	 

支
部
対
抗
パー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集
！	 

　
　
　

	 

実
施
日
時
：
８
月
21
日(

日)

　

場
所
：
豊
平
川
緑
地
南
コー

ス　
　

	 

　
　

	 
	 

参
加
申
し
込
み
：
７
月
10
日(

日)

締
め
切
り	 

　
　

	 
	 

申
込
先
：
根
本
事
務
局
長
ま
で	 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

０
９
０
・
３
３
９
１
・
４
０
９
１)

	 

出迎える柴尾副支部長	 

出席者と記念撮影	 

場所の略図	 

家族三人でおもてなし	 


